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大日本耳鼻咽喉科會北陸地方會第57回集會記事

          種 村 龍 夫編

昭和16年12月21日（目曜日） 於 金澤署科大學耳鼻咽喉科學教室

1）盲人の聴力

種 村 龍 夫

鈴木英 夫
櫻 井街 武

 余等は6名の盲八（全冒3入，孚盲3人）に就て訓練

防室監覗使用の適否樵定の委囑を受け，『耳鼻咽喉科學

的臨｝休検査，定量的並に定性的聴力検査，普階陸別樵

山 田 文 雄

手 束 和 之

査を施行し，其實験楡査の大要を述べたり．

詳細は近く原著として護表す．

2）諸種の頭位に於ける電流性眼球震盈の稜現様式に就て

                  加   納

                       づ
 演者は成熟家兎を圓筒型家兎固定器に自然位に固定

し，之に水李腹位，陰転ヒ位，陰極下位，頭上位，頭

下位亜びに水李脊位の6種の頭位を取らしめ，外下道

骨部に爾極性に電極を襲用して李流電氣刺戟を加へて

進

電流性眼球震盟を護來せしめ，以て各頭位に於ける眼

農の壷現現三態に就て観察せり．本集會に於ては其の

所見の一部を述べたるも，詳細は追って原著として十

全會雄誌に下表の豫定なり．（自抄）

3）先天性耳痩孔の統計

野 垣 徳 次 郎

 演者は富山市某軍需工場に於て，從業員の一部に就

き先天性耳痩孔を観察した．

 調査入員3612名（男2080，女1532名）の中，痩孔所有

者は162名（4・49％士0・34％）で，之を側朋に見る時は

右側72（45．12％士3．89％），左側55（33・54％±3・69

％），爾剛35（21．34％士3．20％）となる，又位置的に見

れば，第1型 耳輪脚前方にあるものは，痩孔所有耳

継敷199耳の申91（45．73％±3・53％），第2型 耳輪練

にあるものは89（44．72％士3・52％），第3型耳輪脚

後方部ち耳介艇及び耳介腔により挾まれた隆起部に出

現するものは19（9．55％士2・08％）であうた．

 家に外回に於て遭遇せる痩孔も加へ210個の痩孔の

申，長さ1mm以下のものは145（69．05％士1・14％）の

多数を占めて居るが，長さ2mmのもの11（0・05％±

0・15％）33mmのもの10（0・05％士0・15％）となり，長

きもの程頻度は減少し，11mm，12mm及び15mmの

ものは各k1個宛の出現を認むるに過ぎず．而して之

を位置的に見れば第1型のものに最も長きもめ多く，

第3型では最長4mm，第2型では3mmのもの各1耳

宛之を認めた．

 次に痩孔b化膿性に就ては，現在化膿せるもの又は

過表に於て化膿せしことあるものは，210耳のtp 17
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（8・10％±1．88％）であって，其位誌面跳鼠は総て第1 型の耳輪脚前方にあるものΣみであった．（自民）

4）斜鼻整形例

津  田

 22歳の男子の有する先天性斜鼻に遣しヨゼフ氏法に

多少の改憂を加へてその整形を企心し，略’々所期の効

三  郎

果を畢げ得たるにより術前3術後の並塩を供覧し，實

施方法を述べたり．

                    5）鼻 腔

                   三  輪  清

 2歳の女児の左鼻腔より小指頭大多角形鰹節榛異物

を摘出したる1例に就き述べ，併せて最近6ケ年間に

於ける鼻腔異物に關する本邦報告例に就き其の主訴項

目の明らかなるもの23例に就き統計的観察を行ひ，鼻

異 物

治

汁過多78％，鼻閉塞60％，悪臭鼻汁48％，鼻出血30

％，職漁感17％，其他護熱，食思不振，不機嫌等の数

値を墨げ，以て幼児の鼻腔異物の早期護見に資すべき

を説けり．

（イ） 硝酸「ストリキニーネ」の中毒

6）臨 林経 験

宮  田

 68歳の男子，欧氏管狭窄症の爲約20年通院，其の間

時’々本剤を使用せり．

 11E初旬午後4時頃本剤0・1％液0・5ccmを乳虜突

起部に注射せるに蹄宅後奪麻疹回護疹の嚢現と共に痒

感著しく，直ちに來院せるを以て「カルシウムJ静脈注

射を施行せるに治癒せ．り．

 11月下旬本心の注射後同様護疹と共に不安状態とな

暎  一

り，看蓮哀話磯を認めたり．患者は欄’もなく治癒せる

も始めて本捌の中毒なるを認識，連用に讃しては注意

を要すべきを述べたり．

 （ロ）小児に於ける止顎洞性後鼻孔鼻茸

，6歳の男児に於ける右側鼻腔に於ける本症を認め，

幼児に於ける本症は比較的稀なるを述べたり．

                   （種村抄）

7）飾骨壷案鼻腔内被細胞腫治験例

    種  村  龍  夫

（演）西部鮮之助
 患者20歳女子にして左側鼻出血を主訴とす．家族歴

及び饒往症には特記すべきものなし．

一現病歴 約1年2－3月以前より現在に到るまで時

A左側鼻出血ありて外科爵に依り治療を受けたるも治

癒せず，盆々其の度と其の璽を増し次第に貧血1鳳痩加

はり我歌室に來る．

 現症 全身貧血著明にしてWa－R陰性．

 庵所，々見 左鼻腔は表面z昏滑にして比較的可動性な

る腫瘍を以て眠たさる．色淡紅色硬度弾力性軟，．消息

すれぽ直ちに著しき脚血を來す．

 レ雨脚眞所見 左側簾骨蜂案は蹟大陰影強く，左鼻

腔上部も亦彊き陰影を認む．

 塵置 鼻内並びに上顎洞より飾骨蜂案を開放し，踵

蕩全摘出を施行し，以後全身の強雨療法により本患者

を全治退院せしむ．

 病理組織學的に内被細胞腫と診断ぜり．

 終りに本邦丈献に記載されたる鼻疾患としての内被

細胞腫に追加し，且つ我が教室に於ける口蓋及び外懲

道に護生せる内被細胞腫と夫権劉比し，臨床上の意義

に言及す．（自抄）
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8）最近10ケ年に於ける我教室外來の急性腺窩性扁桃腺炎

      及び扁桃腺周園膿瘍の統計的槻察

                   進  宅

 當教室最近10ケ年間に於ける外來患者申，急性腺窩

性扁桃腺炎361名，口蓋扁桃膿周團膿瘍167名に就きて

統計的観察を試みたり．

 （1）急性腺窩性扁桃腺炎

 （1）男性は女性より少しく多く53・33％なりき．

 （II）20歳代に最も多く，10歳代，30歳代，9歳未

満の順にして40歳代以上高齢と共に減少せり．＿

 （III）季節的には最も多きは5月にして10月，2月

の順にして・一般に氣温憂換期に増加せり．

 （IV）主訴としては，咽頭痛及び嚥下痛最も多く耳

痛，扁桃腺腫脹，所屍淋巴腺腫脹の順なりき．

 （V）丁丁より二院までの経過日数は3日，1日，

2日の順にして，護病を自畳せしより3日間に二二せ

るものその過孚歎を占む．

 （V圧）患者の併有せし他種耳鼻咽喉科疾患としては

鼻疾最も多く，咽頭疾患，耳疾患，喉頭疾患の順にし

外  雄

て急性咽頭炎，慢性上顎洞炎多かりき．

 （V∬）所罵淋巴腺腫脹及び摩痛を記せるものS中，

下顎角後下部に來りたるもの最も多く，且爾側性のも

の最多数なり．

 （2） 口蓋扁桃腺三園膿瘍

 （1）男性に多く，且20歳代に最も多歎にして，10

歳未満最少なりき．

 （1［）左右別の医別なく，爾禽性のもの4例を見た

り．

 （llI）季節的には大差なきも強ひて云へば秋季より

初冬に亙りて比較的多数なりき．

 （IV）護病より門院迄の経過日数最も多きは7日に

して，5日，3日之れにi欠ぎ，急性腺窩性扁桃腺炎の

夫れに比し，少しく日数を経たるを見る．

 （V）所属淋巴腺腫脹及び歴痛最も多かりしは，顎

下部淋巴腺にして乍顎角後下部の淋巴腺之れに次ぐ．

9）急性扁桃腺周園膿瘍切開術に封ずる一考察

勝  木

定型的部位に法の如き切開を加へ，…欠でシュミーデ

ン氏腸間膜結紮三子を以て扁桃腺周園を充分に剥離

し，後ロ学窓の部位に封孔を形成し，封孔部より「ガ

直  i次

一ゼ』片を挿入，切開創部に達せしめ術を終る．本法

に依る時に膿の肥溜を來す事なく，短時日に全治する

を経験せり．（種村抄）

10）亘大なる「オドントーム」供覧

和  田

顎骨に良性腫瘍として嚢腫性睡瘍と共に「オドソト

ーム」の護生することは既知のことにして，余は最近，

旧き形態を有する智箇に附着せる亘大なる「オ下ソト

ーム」例に遭遇せり．

 患者は34歳の既婚婦人にして左側下顎智歯部に壷生

ぜるものなり．

 「レントゲン」所見に於て顎骨内に嚢胞賦の暗影を認

直  凋

め一見「アダぐソチノーム」を疑はしめ，而して下顎骨

下縁と回忌の下縁との間には約3mmの骨質を残すの

みにして，實に僅微なる外力による骨折を危惧せしめ

’しものなり．

 該三二所見はペルテスの分類に從へぽ，附記性「オ

 ドソb一一ムJにして，長径は2・6cm，幅径は1・8cm，

高さは2・Ocm，重量4；29を算せり．（自抄）

        11）雄i娠末期（抵抗減弱期）に來れる我領域疾患の興味ある2例

                  勝  木  直  次

イ）ヂフテリー，腎炎，耳下腺及び顔面丹毒と二二   せる治験例．
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 28歳の女子．妊娠9ケ月に於て咽頭「ヂフテリー」に

羅患・9・000温位の血清にて咽頭に於ける苔は消失せ

’り。其後10日を経て耳下腺腫脹，尿申に蛋白あり．水

溶性ズルフtミソ注射，其後腎炎増悪，次で右側耳漏

を來し，更に顔面丹毒を併回するに至り極力治療を加

へしに，丹毒は比較的速に治癒ぜるもt一爾鯨の疾患は

消長常ならざりしも分娩後比較的急速に治癒せり．

 ロ）舌潰瘍切除全治後に來れる急性肺炎死亡例．

 42歳の女子・妊娠9ケ月・71の部に舌潰瘍あり・i芦

動脹結紮，頸部淋巴腺摘出と共に舌潰瘍切除．経過順

調なりしも，退院後4日を経て感胃護熱を來し，途に

急性肺炎を併装死亡せり．

 妊娠時に於ける抵抗滅弱期に際しては愼重完壁を期

し，細心の注意を要すべきなり．（種村抄）

12）前庭迷路と蝸牛殻との交渉

                   松  田

 前庭迷路と蝸牛角との間に直接又は間接に相互に影

響することありとなすi文民（例之ギnツチツヒ氏，ト

リオ氏）に就き綜説を試み，これらの問題に就きては

龍  一

十追試し，梅討す皆きものΣ残されあるを述べ，小泉

君の實験にも少しく鯛るL一ところありたり．

金澤馨學會第180回賊塁

1月24日（月曜日）午後2時より金澤賢科大學法蟹學講義室

に於て開催，；其の演題並に出演者次の如し．

結核化野療法の鞭的研究（2601～4年）

   金澤賢科大學結核研究所

               岡 本  肇

               國 保  近

 演者は先づ。－Aminophenolが結核菌に封ずる特異．

的浸理性を具有する物質なる事に撃て述べ，i欠で此の

。－A瓢inopheno1を基礎物質とする化學療法的研究に於

松 田 研 齋

越 村 三 郎

て現在高に墨げ得たる成果に就て説述する虞ありた
り．

 詳細は追て結核研究所年報第2年に護表の豫定．

●宮内省

1月17日

 面心三位．

 特旨ヲ以テ位一級品進

●内 閣

1月15日

一叙任・醗令一

正四位 西村眞一油

壷四位 西村眞、一郎

金澤二二大學教授 岡 本 肇

 陞叙高等官二等

2月10日

        金澤督科大回教授大里俊吾

 任東北帝國大虚教授

  叙高等官一等

●金澤霞科大壷

1月4日

                 芳 野 貞 章

 金澤馨科二二臨時二二二二專二部講師ヲ二二ス

［ 166 ］


